
天
保8

年9
月4
日
、
樋
口

真
吉
親
子
は
無
外
流
の
土

方
半
三
郎
か
ら
破
門
状
を

送
ら
れ
た
。
直
ち
に9

月2
3

日
真
吉
は
九
州
へ
向
か

い
、
大
石
新
陰
流
の
門
を

た
た
い
た
の
が1

0

月2
7

日
。1

1

月7

日
に
は
早
く

も
大
石
種
次
か
ら
免
許
皆

伝
の
内
諾
が
あ
っ
た
。

「
是
日
先
生
よ
り
樺
島
和

作
を
以
伝
書
之
事
申
来
ル
、

固
辞
し
て
諾
」
と
日
記
に

記
す
。
正
式
に
は
天
保8

年1
1

月2
6

日
に
免
許
皆

伝
を
受
け
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
父
信
四
郎

と
経
営
し
て
き
た
無
外
流

道
場
は
大
石
新
陰
流
道
場

に
な
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
若
干21

歳

の
初
対
面
の
青
年
剣
士
真

吉
に
、
わ
ず
か
数
拾
日
で

免
許
皆
伝
を
与
え
る
だ
ろ

う
か
。
剣
術
の
腕
前
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
青
年
真
吉

の
謙
虚
な
振
る
舞
い
、
人

柄
、
技
量
が
大
石
種
次
を

惚
れ
さ
せ
た
と
思
う
。

結
果
、
土
佐
藩
に
大
石
新

陰
流
が
広
ま
り
、
土
佐
藩

士
の
門
人
数
も60

名
を
超

え
た
。
大
石
種
次
の
狙
い

は
見
事
に
当
た
っ
た
。

真
吉
は1852

年
嘉
永5

年
、

長
崎
か
ら
大
坂
経
由
で
江

戸
に
行
き
、
佐
久
間
象
山

か
ら
砲
術
を
学
ん
で
い
る
。

途
中
、
大
阪
で
佐
々
木
高

行
（
上
士
）
と
落
ち
合
い
、

江
戸
ま
で
旅
を
し
、
佐
久

間
象
山
塾
に
も
一
緒
に
学

ん
だ
。
長
崎
で
は
ジ
ョ
ン

万
次
郎
と
も
面
談
し
、
新

し
い
米
国
事
情
な
ど
情
報

を
得
て
い
た
真
吉
は
、
佐
々

木
高
行
ほ
か
中
村
か
ら
同

行
の
山
崎
慎
六
郎
、
桑
原

介
馬
ら
と
共
に
旅
を
重
ね

な
が
ら
、
大
い
に
持
論
を

語
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

年
齢
も15

歳
若
い
佐
々
木

高
行
と
は
す
っ
か
り
意
気

投
合
し
て
親
し
く
な
っ
た

ら
し
い
。
真
吉
の
剣
術
や

砲
術
・
海
防
の
見
識
、
人

物
像
が
佐
々
木
高
行
を
し

て
魅
了
し
た
。
帰
藩
後
佐
々

木
か
ら
土
佐
藩
の
上
層
部

に
真
吉
の
人
物
像
が
伝
わ
っ

た
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ

が
福
岡
宮
内
（
土
佐
藩
家

老
職
）
の
中
村
行
き
に
繋

が
る
。
高
行
と
は
そ
の
後

も
交
流
が
続
い
て
い
く
。

戊
辰
戦
争
後
、
真
吉
は
徳

大
寺
家
の
公
務
員
に
採
用

さ
れ
た
が
佐
々
木
高
行
の

斡
旋
で
あ
っ
た
。
後
に
高

行
は
明
治
天
皇
の
厚
い
信

任
を
得
て
い
る
。

嘉
永5

年1
2

月2
2

日
、
真

吉
は
佐
久
間
象
山
と
面
談
、

入
塾
し
た
。
日
記
に
は
こ

う
書
か
れ
て
い
る
。

「
佐
久
間
氏
ヲ
訪
、
人
物

都
下
ノ
醜
気
ヲ
脱
ス
、
談

論
、
予
心
ニ
適
フ
」

佐
久
間
象
山
は
か
な
り
型

破
り
な
人
物
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
し
か
し
、
真
吉
は

象
山
と
談
論
し
て
気
に
入
っ

た
と
書
い
て
い
る
。

同
道
し
た
佐
々
木
高
行
は

そ
の
日
の
日
記
に

「
佐
久
間
修
理
先
生
ヲ
築

地
木
挽
町
ニ
訪
問

樋
口
・

山
崎
・
桑
原
三
名
ハ
入
門

ス
、
自
分
モ
束
修
ヲ
行
ハ

ン
ト
考
エ
タ
レ
共
、
初
対

面
ノ
処
、
其
容
貌
峻
厳
、

熊
ノ
皮
ニ
座
シ
テ
人
和
ナ

シ
、
・
・
」
と
書
き
、3

名
と
は
共
に
入
門
せ
ず
と

書
き
な
が
ら1

月6

日
に
は

入
門
し
て
い
る
。

こ
の
象
山
が
真
吉
が
暇
乞

い
を
す
る
と
、
惜
別
の
詩

を
作
っ
て
別
れ
を
惜
し
ん

で
く
れ
た
と
い
う
。

変
わ
り
者
の
佐
久
間
象
山

だ
が
、
恐
ら
く
は
時
間
が

無
い
中
、
毎
日
の
よ
う
に

足
を
運
ん
で
熱
心
に
学
ん

だ
真
吉
に
対
し
て
好
意
を

持
っ
た
と
し
て
も
お
か
し

く
な
い
。
し
か
し
、
当
時
、

全
国
の
各
藩
か
ら
入
門
者

が
絶
え
な
い
中
で
、
佐
久

間
象
山
が
、
真
吉
に
は
惜

別
の
詩
を
作
っ
て
く
れ
た

と
い
う
か
ら
、
何
か
真
吉

か
ら
強
い
印
象
を
受
け
た

と
し
か
思
え
な
い
。

真
吉
の
持
つ
魅
力
が
佐
久

間
象
山
を
し
て
特
別
の
思

い
を
抱
か
せ
た
と
思
わ
れ

る
。
象
山
は
詩2

首
と
と

も
に
砲
術
の
資
料
、
書
物

の
多
く

を
真
吉
に
贈
っ
た

と
い
う
。

彼
の
人
た
ら
し

の
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

「
嘉
永6

年4

月6

日
、
福

岡
大
夫
中
村
ニ
宿
、
被
招

テ
酒
ヲ
賜
フ
、
此
月
米
夷

来
浦
賀
」
と
日
記
に
あ
る
。

こ
の
月
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に

来
た
と
書
い
た
日
、
土
佐

藩
家
老
福
岡
宮
内
は
遠
路

高
知
か
ら
中
村
に
来
て
、

真
吉
を
宿
に
招
き
、
酒
席

を
共
に
し
て
い
る
。

だ
が
ペ
リ
ー
来
航
は6

月4
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人を魅了してしまう「人たらし」

希代の人たらしであった樋口真吉
樋
口
真
吉
は
ま
れ
に
見
る
人
た
ら
し
の
名
人

で
彼
の
被
害
者
の5

人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

樋口真吉の前半生の年表。龍馬はまだ世にでていない。

大
石
種
次

佐
々
木
高
行

佐
久
間
象
山

福
岡
宮
内



日
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

此
月
米
夷
来
浦
賀
の
部
分

は
後
日
追
記
し
た
と
し
か

思
え
な
い
が
少
し
不
自
然
。

攘
夷
攘
夷
と
全
国
で
大
騒

ぎ
な
時
代
、
海
防
に
各
藩

と
も
超
多
忙
で
あ
り
、
新

し
い
人
材
を
求
め
て
い
た
。

宇
和
島
藩
で
は
、
幕
府
か

ら
追
わ
れ
て
い
た
高
野
長

英
を
す
ら
匿
っ
て
情
報
を

得
て
い
た
し
、
長
州
藩
士

村
田
蔵
六
（
若
き
大
村
益

次
郎
）
を
海
防
の
指
南
役

と
し
て
招
い
て
い
た
。

家
老
職
の
福
岡
宮
内
が
わ

ざ
わ
ざ
中
村
ま
で
足
を
運

ん
だ
の
は
、
真
吉
が
砲
台

建
設
に
多
忙
な
時
期
だ
っ

た
た
め
で
も
あ
り
、
早
く

真
吉
と
い
う
人
物
を
見
極

め
た
い
目
的
で
来
た
の
で

あ
ろ
う
。
福
岡
宮
内
が
宿

に
真
吉
を
招
い
て
、
飲
食

を
共
に
し
た
こ
の
日
、
真

吉
の
運
命
が
大
き
く
変
わ
っ

た
日
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
面
接
で
、
真
吉
は
幡

多
奉
行
所
の
真
吉
か
ら
土

佐
藩
の
真
吉
に
な
っ
た
と

考
え
て
い
い
。
身
分
も1

段
上
に
な
っ
た
。
幡
多
郡

17

か
所
に
砲
台
を
建
設
す

る
多
忙
な
日
々
の1

日
で

あ
っ
た
が
真
吉
の
運
命
が

大
き
く
変
わ
っ
た
夜
に
な
っ

た
。
佐
々
木
高
行
か
ら
真

吉
の
人
物
像
が
土
佐
藩
の

上
層
部
に
伝
わ
っ
た
こ
と

は
あ
き
ら
か
で
あ
っ
た
。

★
真
吉
が
建
設
に
関
わ
っ

た
幡
多
の
砲
台
の
資
料
を

下
記
に
紹
介
し
ま
す
。

★
左
記
は
佐
久
間
象
山
塾

の
入
門
名
簿
に
樋
口
真
吉

と
桑
原
介
馬
の
名
前
が
見

え
る
が
、
藩
の
名
称
が
大

野
藩
は
誤
記
。
上
に
長
岡

藩
の
河
合
継
之
助
の
名
が

見
え
て
い
る
。

当
時
の
階
級
に
お
目
見
え

格
と
い
う
殿
様
に
お
目
に

掛
か
れ
る
ク
ラ
ス
が
決
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
威

張
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く

セ
キ
ュ
リ
テ
イ
上
の
配
慮

だ
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

樋
口
真
吉
が
福
岡
宮
内
に

面
談
で
き
た
の
が
嘉
永6

年
真
吉
が37

歳
、
そ
し
て

文
久2

年6

月2
1

日
真
吉

が46

歳
で
初
め
て
主
君
に

お
目
見
え
が
叶
い
、
以
降

真
吉
は
容
堂
公
の
側
近
を

務
め
る
こ
と
に
な
る
。

容
堂
公
は
真
吉
よ
り12

歳

若
い1

8
2
7

年
の
生
ま
れ

で
あ
る
。
そ
の
年
真
吉
は

藩
主
山
内
豊
範
に
随
従
し

て
上
京
し
た
。
途
中
大
坂

で
脱
藩
し
た
龍
馬
に1
円

を
献
志
し
た
の
が
こ
の
時

期
。
そ
の
後
京
都
で
西
国

探
索
の
命
を
受
け
て
谷
干

城
と
九
州
に
出
張
し
、
復

命
の
た
め
江
戸
に
居
た
容

堂
公
に
復
命
、
そ
の
後
海

路
容
堂
公
と
共
に
土
佐
に

帰
る
な
ど
、
そ
の
多
忙
さ

は
尋
常
で
は
な
く
な
っ
た
。

海
路
江
戸
か
ら
帰
途
に
天

候
不
順
で
伊
豆
下
田
に
寄

港
、
そ
の
時
幕
府
の
軍
船

も
寄
港
し
、
勝
海
舟
が
容

堂
公
に
龍
馬
脱
藩
の
赦
免

を
求
め
た
と
い
う
有
名
な

話
が
あ
る
の
も
こ
の
時
、

真
吉
は
身
分
の
関
係
で
宿

が
別
で
、
勝
海
舟
と
容
堂

公
の
会
談
に
は
立
ち
会
っ

て
い
な
い
。
従
っ
て
日
記

に
は
龍
馬
に
つ
い
て
何
の

記
述
も
な
い
。
文
久3

年8

月18

日
に
は
、
京
都
に
政

変
が
起
き
る
が
、
真
吉
は

臆
す
る
こ
と
な
く
、
容
堂

公
に
意
見
書
を
出
し
て
い

る
。
武
市
半
平
太
と
の
交

流
も
あ
る
中
で
、
土
佐
勤

皇
党
の
弾
圧
に
舵
を
切
っ

た
土
佐
藩
、
真
吉
の
立
場

も
危
う
い
も
の
に
な
っ
た

が
、
特
段
の
と
が
め
は
受

け
な
か
っ
た
。
大
政
奉
還

の
流
れ
が
で
て
も
、
終
始

討
幕
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ

た
真
吉
は
、
最
終
的
に
は

容
堂
の
信
頼
を
裏
切
ら
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

我
々
は
す
で
に
歴
史
の

結
果
を
知
っ
て
い
る
の
で

い
か
よ
う
に
も
気
楽
に
論

じ
ら
れ
る
が
、
最
後
ま
で

徳
川
恩
顧
の
大
名
と
し
て

表
向
き
演
じ
て
い
る
容
堂

公
を
横
目
に
見
て
、
討
幕

の
策
を
練
る
と
い
う
見
識

と
使
命
感
は
、
一
体
何
処

か
ら
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
薩
土
密
約
に
加
担
し

て
い
た
真
吉
や
板
垣
の
見

識
に
脱
帽
で
あ
る
。

土
佐
藩
が
倒
幕
派
に
な
っ

た
か
ら
こ
そ
明
治
維
新
が

成
っ
た
。
土
佐
藩
の
厳
し

い
身
分
制
度
の
中
で
、
よ

く
ぞ
足
軽
の
身
分
か
ら
、

か
く
も
見
事
に
生
き
切
っ

た
樋
口
真
吉
に
乾
杯
し
、

拍
手
を
贈
り
た
い
。

◆
今
回
の
レ
ポ
ー
ト

か
な
り
主
観
的
な
表
現
に

な
り
ま
し
た
。
樋
口
真
吉

日
記
を
読
ん
で
い
る
と

剣
術
家
で
あ
り
、
志
士
で

あ
り
な
が
ら
真
吉
は
決
し

て
敵
を
作
っ
て
い
な
い
。

付
き
合
う
相
手
を
い
つ
の

間
に
か
味
方
に
し
て
い
る
、

そ
ん
な
人
間
像
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
彼
の
持
つ
魅

力
の
全
て
を
理
解
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
彼
は
「
人
た

ら
し
」
の
名
人
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
。

◆

会
と
し
て
も
っ
と
発
展

さ
せ
た
く
早
急
に
企
画
案

を
練
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ま
と
ま
り
次
第
報
告
い
た

し
ま
す
。
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台
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